
デジタル超音波センサーによる障害物検出・衝突防止レーダー

—— 型番: BSA59 FHD639 HD295D ——



主な機能特徴

【16 チャンネル検知対応】1 つのコントロールユニットで最大 16 個の超音波センサーに対応。

【高い耐干渉性能】デジタル信号処理技術により、安定かつ信頼性の高い検知を実現。

【R158 規格に準拠】3m 仕様は UN ECE R158 に準拠し、検知範囲は 0.20～3.00m。

【視覚と聴覚のデュアルアラーム】ブザーアラーム+リアルタイム距離プロンプト、最大 3 つの警報エリア

のパーティション表示ができ、距離範囲に応じて異なる方法で警報を通報する



仕様

ビデオ規格
CVBS(PAL、NTSC), AHD(720P 25fps/30fps、1080P

25fps/30fps)

レーダー

探知距離
0.20m~3.00m

0.30m~5.00m

表示単位 M または FT （オプション）

センサー数 MAX. 16 pcs

センサー色 黒(デフォルト)

レーダー 超音波周波数 58kHz±1.5kHz

アラーム

アラーム出力 「ビーッ」と音が鳴る

トリガー入力 High active(DC 10-32V)

トリガー出力 動作時グランドに繋がる；動作しない時に繋がない

トリガー

ビデオ入力 1 CH

ビデオ出力 1 CH

Trigger 入力 1 CH

Trigger 出力 1 CH

ブザー出力 1 CH

電気仕様

電源電圧 DC 10-32V

動作温度・湿度 -20℃～70℃，湿度最大 90%

防水レベル コントロールボックス IP65、センサー IP67

ビデオ入力インピーダンス 75ohm

ビデオ出力電圧 1Vpp CVBS 输出


